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浜岡原子力発電所における 
津波早期検知の研究開発について 
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安全の技術を磨き文化を築く －浜岡から世界に－ 
資料５ 



浜岡原子力発電所における津波早期検知 
（津波監視システム）の必要性 

◆津波に対する迅速な初動体制の構築 

   津波をできるだけ早期に検知し、発電所の初動対応を的確に行う。 

◆大津波警報発令中における現場作業の開始判断 

  大津波警報発令中においても、作業員の安全確保を前提に復旧作業を 

  実施しなければならない。  

福島第一原子力発電所の事故に鑑み、津波監視技術を
活用した津波監視システムが必要 
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津波監視システムを構成する津波監視技術について 

ＤＯＮＥＴデータ 
     の活用 

独立行政法人海洋研究開発機構（JAMSTEC)

が、東南海地震の想定震源域における海底
に設置した地震計や、津波を検知する水圧
計のデータを活用する。 

GPS波浪計データ 
     の活用 

国土交通省港湾局が沖合約20kmに浮かべ
たブイ（GPS波浪計）からの、波浪や潮位の
データを活用する。 

電波（レーダー）による 
  津波監視装置 

アンテナを設置し、電波を用いて、広範囲の
海流（流向・流速）を地上から測定することが
できる。 

高感度カメラに  
  よる津波監視装置 

カメラをできるだけ高い場所に設置し、遠隔
で直接沖合を監視するとともに、被災状況を
確認することができる。 
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ＤＯＮＥＴデータの活用① 

DONETはJAMSTECが実施している地震及び津波の 

リアルモニタリングシステム 
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DONETデータを活用するメリット 

・ＤＯＮＥＴ観測網は、ＧＰＳ
波浪計の様に１点ではなく
複数の箇所（２０か所）をエ
リア的に網羅しており、 
津波情報を広範囲で入手す
ることが可能 
 
・ＤＯＮＥＴ観測網が、ＧＰＳ
波浪計よりも沖合に設置さ
れているため、東南海地震
により発生した津波を早期
に検知することが可能 
 
 
 
 
 

ＤＯＮＥＴデータの活用② 

★ 尾鷲沖 
ＧＰＳ波浪計 

DONET 

観測網 
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JAMSTEC古江陸上局（尾鷲市古江町）から、尾鷲市を経由し浜岡
原子力発電所まで、DONETデータを高信頼度でリアルタイム伝送が
行える伝送システムを開発する。 
 

 
 
 
 
 
 

陸上回線 

伝送システム概念図 

DONET

データ 

JAMSTEC 

古江陸上局 

 

データの分岐
および配信 

尾鷲市 

 

データの 

受信・表示 

および送信 

衛星回線 

陸上回線 

JAMSTEC 

横浜研究所 

 

データの受信 

中部電力 

浜岡原子力 

発電所 

データの受信
および表示 

陸上回線 

衛星回線 

無線回線 

回線の多重化による 

信頼度の高い伝送システム 

ＤＯＮＥＴデータの活用③ 
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ＤＯＮＥＴデータの活用④ 

津波計（圧力センサーシステム）の概要 
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ＤＯＮＥＴデータの活用⑤ 

（イメージ） 

水圧計➀ 

水圧計② 

水圧計③ 

水圧計④ 

水圧計⑤ 

水圧計⑥ 



JAMSTEC、三重県尾鷲市、中部電力の３者間の相互協力
協定を締結 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

尾鷲市 
ＤＯＮＥＴデータを自治体として、津波防
災に活用 

JAMSTEC DONETデータの提供 

中部電力 
ＤＯＮＥＴデータを企業として、津波防災
に活用 

ＤＯＮＥＴデータの活用⑥ 

※ ３者による、「DONET活用連絡会」を設置して 

  研究を進めていく 9 



GPS波浪計のデータ活用①

出典：国土交通省



GPS波浪計 

御前崎沖、尾鷲沖等 

南海トラフ沿いのGPS波浪計 

陸上局 

 
・中部電力本店 
・データセンター 

 

浜岡原子力発電所 
気象庁（本庁） 

名古屋地方気象台 

専用のＮＴＴ回線 

（既設置） 

専
用
回
線 

生データ 

GPS波浪計を用いた
沿岸津波推定値 

GPS波浪計による
沖合津波観測値 

GPS波浪計による沖合津波観

測値及びそれを用いた気象庁
による沿岸津波推定値の浜岡
への早期かつ確実な情報伝達 国土交通省 

港湾局 

電気事業連合会 

GPS波浪計データの活用② 
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国土交通省港湾局と
電気事業連合会間で
データを授受する伝
送システムを現在構
築中 

 



電波（レーダー）による津波監視装置 
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○VHFレーダーを御前埼灯台付近にＨ２５年３月、発電所敷地内に 

 Ｈ２５年８月に設置して二地点同時観測を実施中である。 

○観測結果から得られた知見を、今後設置予定であるHFレーダー 

 の設計に反映する予定である。 

レーダー設置状況 

：レーダーによる観測範囲

御前埼灯台付近

発電所敷地内

浜岡原子力発電所

観測所

送信用アンテナ（１本）

受信用アンテナ（８本）

レーダーの写真（御前埼灯台付近） 



高感度カメラによる津波監視装置 

画像サンプル 

高感度カメラ ・本装置は、発電所構内の高い位置に設置し、水平線または
御前崎沖GPS波浪計を目印に、津波を監視する装置である。 
・稼働率は、天候に左右されやすい欠点はあるものの、視覚
的な情報が得られるという特長がある。 

発電所 

高感度カメラ 

GPS波浪計 

約２０ｋｍ 

昼 間 夜 間 
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津波監視画面の例 

複数の津波観測データを組み合わせてひとつの画像で表示し、直感的かつ定量的に津波
来襲を把握できる統合的なシステムの構築を将来的に目指している。 

14 

＜津波到達時刻＞ ＜津波高＞

２３：５６ ８ｍ

震 源 駿河湾沖

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ ７．２

発生時刻 ２３：３４波浪高さ：約６ｍ

レーダーによる津波監視データ

高感度カメラ画像

ＤＯＮＥＴ・ＧＰＳ波浪計データ

津波予測解析

ＧＰＳ波浪計データやＤＯＮＥＴデータから、発電所地点における津波到達時
刻や津波高さを予測解析するシステムの開発にも取り組む予定である。 


